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鈎虫 Carrierに関する公衆衛生学的研究

(1) 年齢別鈎虫戚染曲線の推移とその疫学的考察

矢島 ふさ

千葉大学医学部公衆衛生学教室（主任柳沢利喜雄教授）

（昭和 33年 11月5日受領）

緒 三塁F
Eヨ

鈎虫の予防対策を講ずるには，鈎虫感染の経路を明ら

かにして，をれを遮断する方策を立てると共に，現在鈎

虫に感染している者の実態を正確に把隠して適切な治療

（予防的治療も含めて〉を実施し，史に感染源対策とし

て鈎虫卵の尿尿内処理を行うという三点に似せられると

とは識者の既に指摘するととろである。

そのうち鈎虫感染者の把短は，現在簡便て且つ精度の

良好な浮海集卵法が普及するに及んで，全国的にその実

態は明らかにされつつある。市して鈎虫踏都市住民より

農村住民に高率に淫浸し，叉良村民の中ても直接農耕に

従事する青壮年に高率である ζ とが明瞭にされて，鈎虫

症は農村の職業病とさえ称されるに至った。

たまたま著者は，当教室て検査した長野県協和村，群

馬県富永村，同宮城村の全村検使成績の年齢別感染率を

眺めて，をれぞれ全村感染率は37.6%,56.0%, 34 .1%と

異っているが，いずれも幼年周から壮年層へ年齢が増加

するに伴って感染率が上昇し，角度の相違はあるがなだ

らかな丘状をなすととに注[Jし，各村別に全村感染率に

対する各年齢別感染率の比率を算出してみたと乙ろ，三

村ともよく一致した成績を得た。当時他教室の資料 3ケ

所を加え，計 6ケ所の成績を第四向日本寄生虫学会関東

部会に於いて発表した。その後最近の業績の中より年齢

別感染率の明らかな20ケ所の成績を得て，種々の角度よ

りこの比率を吟味したとcろ， ヅピニ鈎虫優占地区て

も，アメリカ鈎虫優占地区ても同様の年齢別感染比率が

得られた。との事は鈎虫の疫学の上ては重要な特性であ

FUKI YAJIMA : Studies on hookworm carriers 

in views of public health ( 1 ) On the age-inci-

dence curve in hookworm infection and its epide-
miological consideration (Department of Public 

Health, School of Medicine, Chiba University) 

ると思われるので，乙〉に報告する。

この特性によれば全村感染率の概括的な推定が，特定

年齢層よりして行えると考えられるので，これに関し七

はく2）需に述べるととにする。

本論文の資料としそ業蹟以外にも，年齢に伴って感染

率が増加するという業践は多数あるが，結局20ケ所の資

料を使用させて頂いと。

と〉に原著者並びに資料を直接御恵与下された研究者

各位に厚く感謝の意を表する。なお今後広く大方の追試

を切望する。

検討材料及び方法

1. 資料の蒐集

最近約10年間に報告された全住民鈎虫卵検査成績，及

び千葉大学医学部公衆衛生学教室〈一部群馬大学医学部

公衆衛生学教室〉に於ける成績の中て 次の諸項に従っ

てs ふるい分けられそ20ケ所の成績について検討しえ。

1）一定地域の全住民を検査対象としている。 2）被検者

数が多数である。 3）被検者の年齢区牙別に鈎虫感染率

が明らかで，且つ年齢層に特別の偏りが無い。 4）仔虫

叉は成虫鑑別によって分布鈎虫種が判明しているコ 5) 

検便方法が明らかて、検査の信頼性が高ν。 6）検査当時

までに集団駆虫その他の鈎虫対策を行っていない。

対象とした資料について，調査地，報告者，調査年月

検便方法，被検者数，全住民鈎虫感染率，分布鈎虫種主

表に示しえ〈第 l:;t足〉。

2. 地域鈎虫感染率を lとせる時の各年齢別鈎虫感染

率の比の算定

一定時点における，ある年齢の鈎虫感染率の，その属

する集団全体における鈎虫感染率に対する比率を，後者

を1として算出した。即ち a集団における総検使者数

を pa,a集団における鈎虫感染者総数を Ha,a集団の

x歳における検使者数を Pxa, a集団の x歳における

( 55 ) 
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第 1表資料とした 20カ所の調査概況

調査 検便鈎感t率%染良1 分布曲虫
調 査 地 調査者 検 便 方 法 人員 保有者数比排出虫数比

年月 （人） A.d. : N.a. A.d. : N.a. 

宮城県筆甫村 鈴木 1956 塗抹法及食塩水浮遊法 2354 19.6 8 : 1 53: 1 

群馬県名久田村 水野 1952 飽和食塩水浮遊法， 1本イ直 236 31.3 A.d.のみ

A.d. 
群馬県富永村 内田等 1953 飽和食塩水浮遊法， 1本値 3009 56.0 3 : 2 

長野県協和村 磯 田 1950 飽和食塩水浮遊法， I本値 4181 37.6 10: 1 

優
千葉県高滝村 矢島等 1955 硫苦加食塩水浮遊J法 1本イ直 199 58.0 2 : 1 

占
地 兵庫県栗賀村 栗林 1951 塗抹法 925 15.6 60: 1 

区
兵庫県広野村 栗林 1951 塗抹法及飽和食塩水浮遊法 1278 20.3 30: 1 

島根県松江市 外 山 1955 矢飽尾和板氏集卵法 820 34.5 10: 1 

呑川県財田村 小 林 1952 1回値食塩水浮遊法，塗抹法各 3239 50.7 5 : 1 6 : 1 

福岡県大牟田市近郊牟田口 1954 ストー 1レ法 210 44.3 A.d.のみ

群馬県宮城村 内田等 1952 飽和食；塩水浮遊法， 1本値 1007 34.1 4 : 5 

埼玉県荒木村 本目崎等 1953 塗抹法，3枚値 2514 44.9 1 : 10 

N.a. 
埼玉県三田ヶ谷村 本目崎等 1952 塗抹法， 3枚イ直 2562 44.5 1 : 10 

埼玉県所沢保健所管内 春日等 1955 塗抹法 20033 15.8 N.a.優占

優 埼玉県太田村 小宮等 1950 飽和食塩水浮遊法 183 82.4 1 : 10 
占
地 埼玉県行田市 小宮寺 1951 塗抹抹浮法， 3枚枚値値 202 67.5 1 : 5 

区
東京都南多摩郡 小宮等 1953 水塗 法法' 6 及飽和食塩 514 29.5 1 : 4.5 

千葉県姉ヶ崎町 内 田 1954 飽和遊企塩水浮遊法， I本イ直 224 63.8 1 : 5 

神奈川県川崎市 小宮山 1952 飽和食塩水浮遊法， 1本イ直 1605 17.1 1 : 5 

宮崎県串間村 牟田口 1956 ストー1レ法 218 45.4 N.d.優占

鈎虫感染者を Hx3て、表わせば， 上述の比率は次の式て

示される。

地域感染率 1に対して，何れの地区も低く，年齢の増加

に伴ってJI聞に上昇し，略20歳て1をよぎり，壮年層に至

ってその比率は 1を上廻ったま〉伎這いし，老年層に至

って一般にや〉低下している。各地区の地理的条件及び

鈎虫感染率（15.6%～58.0%）の高低には拘らない如く

である。第1図中のアメリカ鈎虫優占地区（以下N.a地

区と略記する〉ては，A.d.地区の曲線と極めて相似の傾

向を示し， 1をよぎる年齢府も同じく略20震である。色

年層に比率がや〉低下する傾向も同践に認められる。

N.a. 地区ては関東地方の成績しか得られなかったので

地理的条件の差異は暫く措くとしても，地域鈎虫感染率

(15.8%～82.4%）の高低によって， ut’線に大きい変化

は認められない。地域感染率の高低と，との比率の存在

様式については後篇て改めて述べる。

TJ a ua 

比率＝予三一×主7

市してX軸上に年齢，Y軸上にとの比率をとり ，各点

を結んで出来る出線を， 年齢別鈎虫感染出線と名付け

る。

なお，寄生濃度について上記と同様にその年齢比率を

貸出するには，感染者数を寄生濃度一一寄生濃度の推定

伯としては集団駆虫後の排出鈎虫数を以つでしたーーに

li1きかえて計:Jiしだ。

検討結果

1. 牙布鈎虫種と年齢別鈎虫感染出線

表示した資料中，総検便者数の多い13地区について，

優占牙布鈎虫種別に年齢別鈎虫感染出線を図示したもの

が第1図であるo X軸の年齢区間の中央・値に対して， y

軸に各比率を記入してある。各地区必ずしも年齢区間の

とり方が同ーではない。第1図左のツピニ鈎虫優占地区

（以下 A.d.地区と略記する〉ては， 幼年層の比率は，

第 1図右はそれぞれ両地区の平均感染山線とその分散

の巾を示したものである。平均の計算は表示した全例を

用いてある。之に依ると年齢別鈎虫感染dl！線は牙布虫種

による差異が全く認められない。最も分散が小さいのは

青年周 (l6～20設〉て，しかもその平均値は A.d.地区

( 56 ) 
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~ 1 図年齢別鈎虫感染曲線

左 A.d.優占地区

口筆甫村 ・協利村 A 広野村 0富永村 x松江市 ⑨粟賀村 A 財田村

中 N.a.優占地医

x川崎市 o荒木村 A 三田ケヰキ村 ・宮城村 ⑨所沢保健所管内

右両地区平均感染曲線

-o- A.d.優占地区平均値

II 土 1σ

• • t:;・・ N.a.優占地区平均値

II ± 1 <1 

<l.96, N.a.地区 1.00て，両地区共地域感染率と略一致

してし、る。

2. 年齢別掴虫感染出線

本邦農村に於いて鈎虫と並んて淫浸程度が高く ，且つ

経口感染をなす畑虫について，上述の計算式に準じて

年齢別畑虫感染曲線を作製すると，第 2図の如くであ

る。資料は今回の20地区中，蜘虫についての年齢別感

染率が明らかな 6例て，従って検者，検査方法及び被
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第 2図 年齢別虫回虫感染曲線

左 A.d.優占地医 右 N.a.優占地区

0 協和村 A 三回ケ谷村

x筆甫村 x荒木村

A 富永村 0所沢保健所管内

検地の地理的社会的条件等は各地区毎に鈎虫卵検査成

績の場合と同じである。 A.d.地区，N.a.地区の両者共

蜘虫の感染曲線は共通の傾向が認められ，鈎虫のをれと

は全く別の様式が存在する。地域胴虫感染率は A.d.地

区の協和村59.1%，富永村35.5%，筆「l'i村62.9%,N.a. 

地区の所沢保健所管内67.6%，三田ヶ谷村24.8%，荒木

村32.9%でその感染率の高低には無関係の如くである。

即！＞比率は幼年間に高く ，年齢を増すにつれて下降し，

成人ては 1乃至はそれ以下を肱追いし，老年に至っても

変化が認められない。乳幼児の年齢区間が細介されてい

る。宮永村，協和村ては乳児居の比率が低いととが認め

られる。一般に恐らく年齢区聞を細牙して逐次検便を行

えば，離乳期及び筒旬期と関連して比率が高まるのでは

あるまいか。

3. 性別午齢別鈎虫感染l!l:線

被検者の男女別の年齢別鈎虫感染［!ii線は第 3図の如く

て，A.d.地区の二村てはよく一致している。 N.a.地区

の三村ては，被検者数の多い所沢保健所管内の［！！！線はよ

く平行しているが，三田ヶ谷村，荒木村ては他村より例

数が少く比率の変動が大きい。しかしこ地区とも男女の

聞には差がないとしてもよいと思われる。なお男女別の

( 57 ) 
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多彩3図 男女別 ・年齢別鈎虫感染曲線
左 A.d.優占地区

： ；）協和村 ~ ~｝富永村
右 N.a.優占地区

・♀！荒木村 A ♀j三田ヶ ・ 勺所沢保健
J ~ 0 f：谷村 0 0 f所管内

地域感染率は，所沢の例て男子13.6%，女子17.5%，三

田ヶ谷村て男子~8%，女子41%で差が認められるが他の

例ては差がなかった。以上5例は純農村であるが，例え

ば海岸の半農 ・半漁村て男子は漁業，女子は農業の如く

分業している地区等ては男女別の山線が果して如何なる

か更に検討を要するであらう。

4. 市街地 ・農村別の年齢別鈎虫感染曲線

小宮山 (1954）は生活環境を市街地 ・農村の地域別に

牙け，叉同ーの資料を農家 ・非良家の職業別に好類して

0.9 
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0 10 2。ぅ。 40 う0 6。 70

~ 令

第 4図 都市， 農村別 ・年齢別鈎虫感染曲線
(N.a.優占地区）

川崎市：小宮山氏に よる

0 市街地 0 農村，A 非農家 A 農家

( 58 ) 

〔寄生虫学雑誌・第 8巻・第 2号

それぞれ年齢別に鈎虫感染率を算定して比較して居るの

で，それより年齢別鈎虫感染曲線を作製すると，第4図

の如くである。該地区は N.a.優占地区てある。之によ

ると農村と市街地の別によって感染曲線の傾向に大きい

差が認められない。叉農家と非農家の別は上述の農村 ・

市街地の別とそれぞれ殆んど同じ形を示した。但し農村

及び農家の感染曲線は共に 1をよぎる年齢が壮年層へず

れているが，良村及び良家の被検者数が少いので，特殊

の意味を有するか否か今後検討を要する。木資料は純然

たる農村 ・都市型を示さず農村に於ける良京と非農家の

世帯割合は 6対4，市街地のをれは 1対初であって，実際

の被検世帯ては，良村に於いて上述の比が7対3，市街地

のそれ立 1対12である。即ち農村の中にJ実家と非農家が

含まれ，農家の中に良村の農家と市街地の農家が含まれ

る等，地区と職業問成に混合があるので，都市 ・良村の

感染様式の推定に直ちに利用出来ない。 且つ叉，A.d.

地区ても同様の牙析が望ましいので，今後資料を得て吟

味すべきである。

5. 集団駆虫の繰返しの影響

地域鈎虫感染率の高低によって年齢別鈎虫感染曲線の

傾向に大きい変化が認められなかったが，以上の資料は

異った地区のものであり，叉事前に集団駆虫を行ってい

ないじ磯田（1958）は全村に於ける鈎虫対策として，主

に全村集団駆虫を，長野県協和村て、3ヶ年連続して行い

当初の鈎虫感染率37.8%を遂次24.0%,19.2%に引下げ

たと云う。之によって累年の年齢別鈎虫感染曲線を作製

lう
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第 5図 集団駆虫のくりかえしによ る年次別 ・

年齢別鈎虫感染曲線 （A.d.優占地区）
協和村： 磯田氏によ る

o昭和25年度。 昭和26年度 ・昭和27年度
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してみると第5図の如くである。 H日和25年度と26年度は って塗抹法による感染曲線は或る程度以上の濃厚寄生者

全く同じ傾向であり，昭和27年度も青少周年の変動を の存在様式を示すと解される。

除けば極めてよく類似している。即ち特殊の集団（特に 7. 年齢別鈎虫排虫数曲線

tド！齢〉のみに駆虫が偏っていない木例ては累年の年齢別 年令別鈎；:ll感染曲線は地域の鈎虫感染率が 100~6叉ぽ

釣虫感染曲線に大きい変化がなく ，地域鈎虫感染率の日 0%の時は当然年令に拘らず，比率 1.0を通る玄軸への

侭には拘わらなかった。之は各年齢Ji~iの駆虫による虫卵 平行線となる。即ti地域感染率が極端こ大きいか叉は小

伝転率の変動の問題と，翌一年間における各年齢層の新 さい時には上記の傾向は成立たないと想定される。然し

再感染率の変動の問題の関連において規定されると考え 一般に鈎虫の感染の広さと深さは密接な関連を有すると

Fれる。該地区は A.d.地区であるが，之を比較的駆虫 忠われ，.！WE>地域感染率が 100%の地域ては年齢別寄生

の容易な N.a.地区に直ちにあてはめるととは慎重を要 鈎虫濃度が上記の傾向を示すと想定される。老こて感染

するであろう。 椋式を広さの面から導いた年齢別感染曲線に対して，深

6. 鈎虫卵検査方法別の差異 さの面から吟味する為に，駆虫後の排出鈎虫数を以って

浮海集卵j去と直接塗抹法の二つの精度の異なる検杢ブj fド齢別鈎虫排虫数曲線を作製し図示したものが第7図て

訟をもって，東京都南多序．郡下の農村の同一対象を精Wri ある。 A.d.地区の例は粟賀村，広野村，兵庫県開拓部落の

に検査した小宮等（HJ55）の成績によって，年齢別鈎!U 三成績で粟林（HJ55）の報告による。該地区は N.a.の

感染曲線を作製すると箆6図の如くである。 該地区は 検出数が極めて小さく ， A. ι 絶対優占地区てある。品，j~

N.a.地区てちる。全検持数が 514人の少数である為， 虫はテ トレン球 4.5gを成人量とし，下剤として硫苦20・

各年齢の比率の変動が大きいが，全俸の傾向は殆んど両 gを前後に使用し，服薬後8乃至8時聞の排出便を金網

検査方法によって異ならない。 にて漉過して得た排出鈎虫教を資料とした。 N.a.地尺
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第 6図 検査方法別 ・年齢別鈎虫感染曲線

(N.a.優 占地区）

南多摩八王子市：小宮氏に よる

×塗抹法 0 浮排法

直接塗抹法は浮j持集卵法に比べると鈎虫卵検出力は非

常に低く ，我々の成績によれば塗抹法8枚値ても浮説法

1木値の 1/3 乃至 1んであり，小宮等の該地区感染率よ

りすれば，浮説法20.5%，塗抹法 9.7%で，後者は前者

の 1I aの検出力を示し‘ている。而して塗抹法て、検出され

る被検笛右寄生鈎虫数は比較的，多数と推定される。従

の例は著者等が千葉県市原郡て得た成績で，駆虫はテト

レン球 4.5gを成人量とし．下剤！は硫苫20乃至30g叉は

芭硝を前後に使用し，服薬後8乃至2'1時間の排出便を金

網て鴻過して得た排虫数を用いた。 該地区は A.d.と

N.a.の混合地区て，僅かに N.a.の排出数が多い。 従

って排虫数；I！＇線は虫種別に作製した。と〉に用いた例は

何れも検査数が少し比率の変動の大きいととが認めら

れるが，傾向としては両虫種共年齢の増加に伴って排虫

数が増加している。完全陰転者につい℃完全採虫を行つI

た事例を集めなければ真の深さの感染段式は把J宝出来な

いが，木成績によっても概lt的には年齢別感染出線と類

似の山線を示していると見てよいとd思われる。

考 察

年齢別鈎虫感染曲線の惟移によれば，両種鈎虫の感染’

は年齢の増加に伴って変化し，幼年層に低く少年j習にそ

の比率増加が著明て•＇， 16～20歳の青年間が平均 1.0とm作

一致し，壮年肝てゆ略一定した比率 1.3を示し，老年に

至って梢低下を来している。而して年齢別鈎虫感染曲線

が地域の牙ず！J鈎虫種，同鈎虫感染率，被検者の性等に拘

らず，同ーの傾向を示した事は高い法則性がそこに存在

し，疫学現象としてみると誠に興味Fる鈎虫感染の特徴

と見倣すととが出来る。

この感染の年齢牙市は，鈎虫感淡に対する年齢別の感

( 59 ) 
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第7図 年齢別鈎虫排虫数曲線

左 A.d. 1憂占地区

＠兵庫開拓部落平均 12.6匹 ・粟賀村 18.0匹

右 N.a.優占地区

・千葉県市原郡下 A.d.排虫数平均 14.5匹

。同 N.a.排虫数 24.3匹

受性即！；，宿主側の生物学的の問題と，感染曝露の年齢別

相述JW:61?1主側の社会学的の問題，並に両鈎虫種の感染

経路によって左右されると考えられる。

畑虫の年齢別感染di:線；ま，幼年層に高く ，青壮午ては

侭下し，ー芭年に至ってもあまり変化がなかったので鈎虫

のをれとは多いに趣きを異にしている。

宮川等（195G）によれば鈎虫感染については去年程感

受性が高いとされているので，王寺し畑虫と同様に経口感

染色をの主道とするならば，か〉るHt線の推移は採り得

ないと推定される。との出線Jm：移は，年齢に伴う感染機

会への曝露量の増減，即ち只俸的には感染環境てあると

ζ ろの畑地等への出入度数の累砧とみれば，誠に容易に

説明し得ると思われ，従ってこの時には感染主近は経皮

と見倣すととが妥当と考えられる。

経皮感染の機会は一般に都rUて、は大体問さ恥されている

が，我国農村の如く尿尿を肥料として用い，且つ無防只

の手足にて出入作業するところでは，畑地への出入によ

って経皮感染の機会が容易に生じる。一方経口感染は野

恨の洗糠 ・加熱 ・調味料添加等によって附着仔虫の消失

があり ，叉胃液の抵抗にも淫うと考えられるので，感染

磁5露機会は特殊な食習慣一例えば若葉の塩漬・一夜漬て.s・;

ーを有する場合を除けば都 rIT・農村共あまり多くはない

と想像される。特に農村において経口と経皮の感染機会

を比較すれば，後者が非常に大きいのではあるまいか。

ζ の時には両種鈎虫種の生物学的な経口 ・経皮のをれぞ

れの感染能力の違いがあるとしても，牙市上のみかけは

機会の差として掩われ，従って生態学的には農村におい

ては両種共経皮感染ををの主道となすとしてもよいと思

〔寄生虫学雑誌、・第 8巻・第 2 号

われる。

従来の業蹟によれば，野外におけ

る N.a.の経皮主ill説は附異論が

ないが， A.d.については現在論

議中である。

山111/fr(1951）は鈎虫が都市より

良村に濃厚に牙11iし，何れの地区

ても労働年齢に高率て、且つ同一家

li'i:内感染は畑虫のをれより少ない

ので，鈎虫感染は経皮主遣である

とし，同慌に牟田口(tD55）は福岡

県農村の A.d.地iベに於いて経皮

主道を認め，叉水野（1956）は群

馬県農村に於いて感染の広さ，深

さ及び牙了！？の諸d点より A.d.の感

染経路は実際問題としては経皮が垣要視さるべきであろ

うとし， c｛~目下 (11)56）は東京都活気通信同勤務者の

A.d.保有者の79%,N.a.保有者の94%が，家庭叉は職

場に於いて土壌による汚染の機会を有し， 対象の虫卵，：1~

性者のをれの51%に対して有志差を認め，都会の鈎虫保

有者と離もその生活条件によっては経皮感染を怨定させ

ることを示唆した。

之らに対して， 永吉 (1954）は宮崎県地方に於げる

A.d.の宿主一人当り平均寄生数が N.α．のそれより小

なるととより A.d.に対して感決困難なる経口主道を，

N.a.に対しては感染容易なる経皮主追を惣定し，鈴本

(1956）は宮峨県農村の A.d.地区にて，乳幼児に 4～ 8、

%の感染率を詩め，非農家 ・農家間，非民業従事者間，性

別等に感染本の有な差を認めないので，感染主道を経口

と指定し，西日 (1957）も宮山県農村の A.d.地区にて

fl自同様の！日処より経口主道と見倣し， 磯田（1D58）は

A.d.地区の長野県農村に於いて年齢地加に伴う鈎虫感

染の増加より経皮を主道と推定しつ〉も家政集積性が荏

するので経口の存在も l'J定しなければならないと述べて

o広野村 14.0匹

し、る。

最近永吉 (11)56）は鈎虫の感染経路は生物学的（bio・

logical infection）と生態学的（ecologicalinfection) 

の二者に区別して考荒すべき乙とを指摘し，鈴木(1056),

水野 (11)56）等も同様のととを述べ，小宮（1958）は生

物学的には N.a.は経皮が， A.d.は経口が主道と見倣

されるが，但し生態学的には，地方，地区によりこの反

対の場合もあり，それは生物学的な感染を左右する生態

学的な諸条件の差異によって規定されるとした。習者vま

( 60 ) 
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以上回氏に対して賛意を表する者であるが年齢別鈎虫升

布段式に関して無作為標本と考えられる，我国農村の各

地区20カ所の年齢別鈎虫感染曲線より推定すれば，我国

J定村に於いては両鈎虫種共生態学的には，経皮感染を主

道，経口感染を間道と見倣し得ると思われる。

総括

我国において最近約lOカ年間の発点された良村住民の

鈎虫卵検査成績の中， A.d.優占地区10カ所（鈎虫感染

率15.6%～58.0%),N.a.優占地区10カ所〈向上15.8°6

～82.4%）について，全住民の鈎虫感染率を lとして，

存年齢別鈎虫感染率の比率を算定し，との推移を年齢別

鈎虫感染出線としたととろ，両種優占地区共全く同じ傾

向ε示した。幼少年にその比率は低く ，年齢のよ首加に伴

って急激に上弁し，壮年ては略一定比率て横追いし，芭

主r:に至って梢低下していた。叉両種地区とも lをよぎる

年齢層はlG～20歳であった。而して年齢別鈎虫感染曲線

は地域の鈎虫感染率及び被検者の性にはJ句らず，姻虫の

をれとは明らかに異る出i線であった。なお今後検討を更

に加える必要があるが市街地 ・農村別，検査方法別，集

団駆虫の影響等によっても大きい変化は認められず，駆

虫後排出鈎虫数による寄生濃度の年齢別比率の推移も感

染世線と甚だ類似した傾向を示した。

以上によって鈎虫の疫学上丑要な特性が明瞭になった

が，同時に我国の寒冷地を合まない良村に於ける両鈎虫‘

種の感染主道は経皮的と推定し得ると J守われる。

稿を終るに臨み，終始御懇切な御指導を賜わった柳沢

3利喜雄教授に深く感謝申上げます．なお安料を使用させ

て頂いた原著者並びに当教室同僚各位に厚く御礼申上げ

ます．

文献は（2；篇の末尾に掲載します．
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Summary 

Epidemiological survey was conducted for the 

last 10 years on the inhabitants, in rural areas, 

10 areas with the dominant species, Ancylostoma 

duodenak, and 10 areas with N診catorαmericanus. 

Data obtained were treated by the following stat・

istical procedure. 

The ratio of incidence in each age class to that 

in all inhabitants in an area was plotted as the 

function of age class. 

1) High similarity was indicated in two kinds of 

curv回 obtainedfrom both kinds of areas. Ratios 

were low in the youngest age class (less than 16 

years), increased with age markedly, and reached 

to the constant value which remained in 30-40 age 

class and was followed up by gradual decrease at 

the older age class (50-60 years). Curves obtained 

from both kinds of areas showed the value 1. 0 in 

ratio at the 16-20-year age class. 

2) These curves in hookworm infection di百ered

from those in ascaris one independently of the 

incidence of infection in an area and of田 x of 

persons tested. No remarkable di旺erences due 

to the sort of area (city and rural area), techniques 

of fecal examination, and mass-treatment of in-

fection were observed. 

3) Age-infecion dencity curves obtained on the 

basis of the number of worms removed after mass 

treatment resembled with those above mentioned. 

Important findings on the relation between the 

age and incidence in the epidemiology of hook-

worm infection were clarified while the main route 

of hookworm infection was seemed to be percutane-

ous in rural areas except in cold-weather district 

in Japan. 




